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東京都江東区木場1丁目5番65号 

ホームページ：https://www.resona-am.co.jp/ 

＜運用報告書に関するお問い合わせ先＞ 

フリーダイヤル：0120-223351 

（委託会社の営業日の午前９時～午後５時） 
 
お客さまのお取引内容につきましては、購入された販売会社に

お問い合わせください。 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

  

 

  

 
 

運用報告書（全体版） 

受 益 者 の み な さ ま へ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚くお礼申し上げます。 
「Ｓｍａｒｔ－ｉ 国内債券インデックス」は、2026年６月25日に第９期の決算を行いましたので、期
中の運用状況ならびに決算のご報告を申し上げます。 
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／国内／債券／インデックス型 

信 託 期 間 2017年８月29日から無期限です。 

運 用 方 針 ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ総合の動きに連動する投資成果を目指して運用を行います。 

主要投資対象 
Ｓｍａｒｔ－ｉ 国内債券インデックス ・ＲＭ国内債券マザーファンドの受益証券 

Ｒ Ｍ 国 内 債 券 マ ザ ー フ ァ ン ド ・ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ総合に採用されている国内の債券 

主な投資制限 

Ｓｍａｒｔ－ｉ 国内債券インデックス 
・株式への実質投資割合は、信託財産の純資産総額の10％以下とし
ます。 

・外貨建資産への投資は行いません。 

Ｒ Ｍ 国 内 債 券 マ ザ ー フ ァ ン ド 
・株式への投資割合は、信託財産の純資産総額の10％以下とします。 
・外貨建資産への投資は行いません。 

分 配 方 針 

毎決算時に、経費控除後の配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等を分配対象額とし、原則として基準価額の

水準、市況動向等を勘案して分配金額を決定します。ただし、分配対象額が少額の場合には分配を行わないことがあ

ります。 

 

Ｓｍａｒｔ－ｉ  
国内債券インデックス 

第９期（決算日 2026年６月25日） 
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－ 1 － 

Ｓｍａｒｔ－ｉ 国内債券インデックス 

 
【運用報告書の表記について】 

・ 原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と

は一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。  

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ総合 

債   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(ベンチマーク) 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ 百万円 

５期(2022年６月27日) 9,773 0 △3.2 375.225 △3.1 99.4 1,663 

６期(2023年６月26日) 9,826 0 0.5 377.745 0.7 99.5 2,316 

７期(2024年６月25日) 9,311 0 △5.2 358.574 △5.1 99.5 16,041 

８期(2025年６月25日) 9,052 0 △2.8 349.148 △2.6 99.2 16,335 

９期(2026年６月25日) 8,487 0 △6.2 327.889 △6.1 99.3 16,077 
 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ総合は、野村フィデューシャリー・リサーチ＆コンサルティング株式会社が公表する、日本の公募債券流通市場

全体の動向を表す投資収益指数で一定の組入基準に基づいて構成された債券ポートフォリオのパフォーマンスをもとに計算されます。

ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ総合の知的財産権とその他の一切の権利は野村フィデューシャリー・リサーチ＆コンサルティング株式会社に帰

属しています。野村フィデューシャリー・リサーチ＆コンサルティング株式会社は、ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ総合指数の正確性、完全性、

信頼性、有用性を保証するものではなく、ファンドの運用成果等に関して一切責任を負いません。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 Ｎ Ｏ Ｍ Ｕ Ｒ Ａ － Ｂ Ｐ Ｉ 総 合 債   券 

組 入 比 率  騰 落 率 (ベンチマーク) 騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ 

2025年６月25日 9,052 － 349.148 － 99.2 

６月末 9,037 △0.2 348.511 △0.2 99.1 

７月末 8,943 △1.2 344.963 △1.2 99.3 

８月末 8,916 △1.5 343.894 △1.5 99.0 

９月末 8,907 △1.6 343.617 △1.6 99.2 

10月末 8,920 △1.5 344.187 △1.4 99.5 

11月末 8,817 △2.6 340.282 △2.5 99.3 

12月末 8,707 △3.8 336.029 △3.8 99.1 

2026年１月末 8,593 △5.1 331.790 △5.0 99.3 

２月末 8,714 △3.7 336.578 △3.6 99.0 

３月末 8,554 △5.5 330.411 △5.4 99.3 

４月末 8,500 △6.1 328.326 △6.0 99.2 

５月末 8,454 △6.6 326.567 △6.5 99.0 

(期  末)      

2026年６月25日 8,487 △6.2 327.889 △6.1 99.3 
 

（注） 騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しております。    



品 名：90150_123001_009_02_Ｓｍａｒｔ－ｉ 国内債券インデックス_1109358.docx 

日 時：2026/8/3 15:33:00 

ページ：2 

 

－ 2 － 

Ｓｍａｒｔ－ｉ 国内債券インデックス 

○運用経過 (2025年６月26日～2026年６月25日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額およびＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ総合は、期首（2025年６月25日）の値が基準価額と同一となるように指数化してお

ります。 

（注） ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ総合は当ファンドのベンチマークです。 

（注） ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ総合は、野村フィデューシャリー・リサーチ＆コンサルティング株式会社が公表する、日本の公募債券流通市場

全体の動向を表す投資収益指数で一定の組入基準に基づいて構成された債券ポートフォリオのパフォーマンスをもとに計算されます。

ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ総合の知的財産権とその他の一切の権利は野村フィデューシャリー・リサーチ＆コンサルティング株式会社に帰

属しています。野村フィデューシャリー・リサーチ＆コンサルティング株式会社は、ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ総合指数の正確性、完全性、

信頼性、有用性を保証するものではなく、ファンドの運用成果等に関して一切責任を負いません。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

ベンチマークであるＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ総合の動きを反映して、基準価額は下落しました。 

  

期中の基準価額等の推移 
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－ 3 － 

Ｓｍａｒｔ－ｉ 国内債券インデックス 

 

国内債券市況 

国内長期金利は、前期末と比較して上昇（債券価格は下落）しました。期初は、日銀の消費者物価見通しが

引き上げられ、利上げ観測が台頭したことを受け、国内長期金利は上昇しました。その後も、積極的な財政政

策への警戒感から国債売りが強まったこと、2025年12月の金融政策決定会合で政策金利が0.75％へ引き上げ

られたこと、中東情勢の緊迫化による原油高と円安の進行を背景にインフレ懸念が再燃したことなどを受け、

上昇基調を維持しました。期末には、2026年６月の金融政策決定会合で政策金利が1.00％へ引き上げられまし

たが、その影響は限定的なものにとどまりました。 

 

 

当ファンド 

ＲＭ国内債券マザーファンド受益証券を高位に組み入れて運用を行いました。 

 

ＲＭ国内債券マザーファンド 

国内の債券を主要投資対象とし、ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ総合の動きに連動する投資成果を目指してファン

ドの特性値（満期構成やデュレーション（金利感応度））をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを

構築しました。 

 

 

当期の基準価額の騰落率は－6.2％となり、ベンチ

マークの－6.1％を0.2％下回りました。主な差異要

因は以下の通りです。 

 

（マイナス要因） 

・信託報酬などの諸費用が生じたこと 

・コスト負担（取引費用などのコスト）が生じたこと 

 

（その他の要因） 

・ベンチマークとファンドで評価に用いる債券時価

が異なったこと 

 

 

 

  

投資環境 

当ファンドのポートフォリオ 

当ファンドのベンチマークとの差異 

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金（税引前）込みです。 
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－ 4 － 

Ｓｍａｒｔ－ｉ 国内債券インデックス 

 

当期の収益分配金につきましては、基準価額の水準、市況動向等を勘案した上で、分配を見送りとさせてい

ただきました。収益分配にあてなかった利益（留保益）につきましては、信託財産中に留保し、運用の基本方

針に基づいて運用を行います。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第９期 

2025年６月26日～ 
2026年６月25日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 556   
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

○今後の運用方針 

当ファンド 

引き続き、ＲＭ国内債券マザーファンド受益証券を高位に組み入れて運用を行う方針です。 

 

ＲＭ国内債券マザーファンド 

引き続き、主としてＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ総合に採用されている国内の債券に投資し、ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ

総合の動きに連動する投資成果を目指して運用を行います。 

 

 

 

  

分配金 
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－ 5 － 

Ｓｍａｒｔ－ｉ 国内債券インデックス 

○１万口当たりの費用明細 (2025年６月26日～2026年６月25日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 12  0.132  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 5)  (0.055)  ファンドの運用・調査、基準価額の計算、開示資料作成等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） ( 5)  (0.055)  交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の 
情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 2)  (0.022)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） そ の 他 費 用 1   0.007   (b)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） ( 1)  (0.007)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 合 計 13   0.139    

期中の平均基準価額は、8,755円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） その他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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－ 6 － 

Ｓｍａｒｔ－ｉ 国内債券インデックス 

（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証

券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で除

した総経費率（年率）は0.15％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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－ 7 － 

Ｓｍａｒｔ－ｉ 国内債券インデックス 

○売買及び取引の状況 (2025年６月26日～2026年６月25日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
ＲＭ国内債券マザーファンド 1,184,463 1,081,721 351,703 321,797 

 
 
 

○利害関係人との取引状況等 (2025年６月26日～2026年６月25日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2025年６月26日～2026年６月25日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2025年６月26日～2026年６月25日) 

 

 該当事項はございません。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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－ 8 － 

Ｓｍａｒｔ－ｉ 国内債券インデックス 

○組入資産の明細 (2026年６月25日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ＲＭ国内債券マザーファンド 17,198,797 18,031,556 16,053,494 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2026年６月25日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

ＲＭ国内債券マザーファンド 16,053,494 99.7 

コール・ローン等、その他 49,893 0.3 

投資信託財産総額 16,103,387 100.0 
 
（注） 比率は、投資信託財産総額に対する割合です。 

 

○特定資産の価格等の調査 (2025年６月26日～2026年６月25日) 

 

 該当事項はございません。 

 

  

親投資信託残高 
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－ 9 － 

Ｓｍａｒｔ－ｉ 国内債券インデックス 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2026年６月25日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 16,103,387,393   

 コール・ローン等 40,901,961   

 ＲＭ国内債券マザーファンド(評価額) 16,053,494,680   

 未収入金 8,989,800   

 未収利息 952   

(B) 負債 25,896,727   

 未払解約金 14,835,182   

 未払信託報酬 10,526,533   

 その他未払費用 535,012   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 16,077,490,666   

 元本 18,943,824,549   

 次期繰越損益金 △ 2,866,333,883   

(D) 受益権総口数 18,943,824,549口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 8,487円 
 

（注） 当ファンドの期首元本額は18,045,832,062円、期中追加設定元
本額は2,114,559,157円、期中一部解約元本額は1,216,566,670
円です。 

（注） 当期末の１口当たり純資産額は0.8487円です。 
（注） 2026年６月25日現在、純資産総額は元本額を下回っており、そ

の差額は2,866,333,883円です。 

○損益の状況 (2025年６月26日～2026年６月25日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 172,992   

 受取利息 172,992   

(B) 有価証券売買損益 △  977,024,827   

 売買益 36,781,059   

 売買損 △1,013,805,886   

(C) 信託報酬等 △   22,349,378   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △  999,201,213   

(E) 前期繰越損益金 △  791,081,608   

(F) 追加信託差損益金 △1,076,051,062   

 (配当等相当額) (    796,274,392)  

 (売買損益相当額) (△1,872,325,454)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △2,866,333,883   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △2,866,333,883   

 追加信託差損益金 △1,076,051,062   

 (配当等相当額) (    797,101,687)  

 (売買損益相当額) (△1,873,152,749)  

 分配準備積立金 256,433,823   

 繰越損益金 △2,046,716,644   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ
るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税
等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追
加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分
をいいます。 

（注） 計算期間末における費用控除後の配当等収益（122,451,792円）、
費用控除後の有価証券等損益額（0円）、信託約款に規定する収
益調整金（797,101,687円）および分配準備積立金（133,982,031
円）より分配対象収益は1,053,535,510円（１万口当たり556円）
ですが、当期に分配した金額はありません。 

 
 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 0円 
 
 
 

○お知らせ 

・「一般社団法人投資信託協会」を「一般社団法人資産運用業協会」に変更するため、約款に所要の変更を行

いました。（2026年４月１日） 

 

＜当ファンドが投資対象とするＲＭ国内債券マザーファンドは以下の約款変更を行いました。＞ 

・「一般社団法人投資信託協会」を「一般社団法人資産運用業協会」に変更するため、約款に所要の変更を行

いました。（2026年４月１日） 
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